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一般財団法人大阪府バスケットボール協会 

 



男子 26 男子の部 １位　タツタ電線 ２位　Awesome Answer

女子 6 ３位　OASIS　　蝶理

合計 32 ベスト８　　

　　　　　　　BlackJack　大阪経済大B

女子の部 １位　第一生命

成年男子

成年女子

少年女子 （少年男子は全県出場）

成年男子

少年男子

少年女子

男子 7 男子の部 ２位　Fantasista

女子 8 ３位　はじめまして　　Black Jack

合計 15 女子の部

３位　大阪薫英女学院高校　　大阪体育大学

※男女とも優勝チームが全日本選手権1次ラウンドへ進出

男子 大阪学院大学 115－85 太神山(滋賀)

女子

25日　　　女子大阪人間科学大学　52－65　日本経済大学

男子

男子 佐賀BALLOONERS　51－110　琉球ゴールデンキングス

26日　　　女子

男子

10日　　　男子大阪エヴェッサ　51－69　京都ハンナリーズ　(準々決勝)

男子の部

女子の部

DC U13 男子

DC U13 女子

中学男子

中学女子

FID交流試合

高校男子

高校女子

第20回Ｗリーグ　大阪大会結果（B.LEAGUE共催を含む）

開　　催　　日

B．リーグ

Wリーグ

近畿Tsunejirou　33-43　大阪車いす選抜

男子　　　　　　　関西大学　93-57　HOS

大阪府　83-42　三重県

NANIWARS　50－80　春日井クラブ

プラチナ交流試合　　　　　　白チーム　25－27　青チーム

Wリーグ

男子　　　　専門学校選抜　87－85　誠Family　

東･西･南･北･大阪市　各地区対抗試合

東･西･南･北･大阪市　各地区対抗試合

西地区　48-34　南地区

1回戦

デンソー

トヨタ自動車

三菱電機

好きやねん大阪バスケグループ紅白親睦交流試合　　黄チーム　37-46　青チーム

６７　ｖｓ　７８

７５　ｖｓ　７７

三菱電機

富士通

５８　ｖｓ　７３

ｌ近畿大学･大阪学院大学　2回戦

大阪体育大学　2回戦　　　大阪人間科学大学　1回戦

大阪府　61-62　岡山県

学連･社会人

車椅子連盟交歓試合

１２月１６日（日）

１月２６日（土）

大阪エヴェッサ　77－74　琉球ゴールデンキングス

大阪エヴェッサ　96－68　東海大学九州

日立ハイテク

JX－ENEOS

トヨタ自動車

JX－ENEOS

第70回
全日本大学バスケットボー

ル選手権大会

専門学校・社会
人･デフ対抗試

合

JX－ENEOS

デンソー

シャンソン化粧品

大阪エヴェッサ

８９　ｖｓ　６１

７７　ｖｓ　５０

７９　ｖｓ　５３

横浜ビー･コルセアーズ

日立ハイテク

７８　ｖｓ　６８

１２月１５日（土）

シャンソン化粧品

結　　　　　　　　　　　　果

北地区　42-38　東地区

北地区　41-17　東地区

開　催　会　場

堺市金岡公園体育館

平成30年度
大阪バスケットボール

カーニバル

１１月１１日（日） おおきにアリーナ舞洲

大　会　名

東淀川･千島･中央体育館

第73回国民体育大会
近畿ブロック大会

3月9日

12月10日
～

12月16日
東京都

10月1日～5日

おおきにアリーナ
舞洲

11月25日,26日

期　　　日 結　　　　　　　　　　　　果

優　勝

優　勝

準優勝

参加チーム数

3回戦

大阪教員　　　新撰組

NTT西日本関西　　　大阪ガス

平成30年度　　事業報告
〈競技部〉

第65回大阪総合
ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ
選手権大会

第94回天皇杯第85回皇后
杯全日本ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

選手権大会代表決定戦

8月25日・26日 １位　大阪人間科学大学

会　　場

和歌山ビッグホエール8月18日・19日

２位　大阪桐蔭高校

堺市金岡公園体育館

大阪府民体育大会
バスケットボール競技

さいたまスーパーアリーナ1月10日～13日

第94回天皇杯第85回皇后
杯全日本ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ
選手権大会1次ラウンド

2次ラウンド

ファイナルラウンド

第73回国民体育大会

大正スポーツセンター

堺市金岡公園体育館

女子　　　　専門学校選抜　72－74　MARBLE

女子　　　　大阪産業大学　73-59　ASA

5月１2日
～

5月31日

9月16日～18日
岐阜メモリアルセン

ター
で愛･ふれ愛ドーム

福井県

ベスト4(第3位)

Wリーグ

６５　ｖｓ　８３

堺市金岡公園体育館 Wリーグ

西地区　40-30　南地区

おおきにアリーナ
舞洲

１位　大阪学院大学

２位　FULL

大阪学院大学 60－75 京都産業大学

日本経済大学　38－117　シャンソン化粧品シャンソンVマジック

大阪人間科学大学　94－61　長野大学

大阪人間科学大学　69－57　奈良学園大学
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＜TO 委員会＞ 

１． 大阪府所属 TO メンバー 

（17名／うち 1名は FIBA Statistician ライセンスを、4名は FIBA TO ライセンスを取得） 

板垣 善久※1 瓢 優美※2 野﨑 和美※2 新田 絵理※2 町中 翔太※2 髙橋 亜沙子 

山中 蘭 平山 治 山中 一郎 岡田 基 田中 一吉 四谷 和久  

石井 陽 首藤 正弘 雲井 俊一 成岡 秀真 木村 裕也 

 ※1 FIBA Statisticianライセンス取得者 

 ※2 FIBA TOライセンス取得者 

 

２． 重点目標 

・トップリーグを担当できる知識と技能を持つ TO担当者の育成。 

・FIBA Statisticianライセンス及び FIBA TOライセンスを取得できる知識と技能を持つ TO担当者の育成。 

 

３． 活動方針 

・定期的に講習会を実施し、ルールの理解を深め、技能を磨く。 

・トップリーグに限らず、天皇杯・皇后杯や 3×3などカテゴリーを越えて TO担当者を派遣する。 

・JBA が主催する TO講習会等に積極的に研修生を派遣し、研鑽を積む。 

 

４． 2018年度 FIBA Statistician ライセンス取得者 

板垣 善久 

 

５． 2018年度 FIBA TO ライセンス取得者 

瓢 優美   野﨑 和美   新田 絵理 町中 翔太 

 

６． TO・スタッツ講習 実施報告 

No. 開催日 研修会・研修使用大会等 会場 人数 備考 

1 H30.04.08 ㈰ 
トップリーグ担当 TO 

説明会 
大阪府協会事務所 4名 

ガイダンス 

ルールテスト 

2 H30.05.20 ㈰ 大阪府民大会 
丸善インテック 

アリーナ大阪 
5名 実技講習 

3 H30.05.31 ㈭ 
大阪府民大会 

（最終日） 

丸善インテック 

アリーナ大阪 
9名 実技講習 

4 H30.06.17 ㈰ 
高校生の練習試合を 

利用しての TO講習会 
東海大仰星高校 13名 実技講習 

5 H30.08.26 ㈰ 大阪総合 金岡公園体育館 14名 
実技講習 

ルールテスト 

6 
H30.09.07 ㈮ 

～09 ㈰ 

B.LEAGUE EARLY CUP 

KANSAI 2018 

エディオンアリーナ大阪 

（大阪府立体育会館） 
13名 実技講習 
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7 H30.09.17 ㈪ 
大阪エヴェッサ 

プレシーズンマッチ 
住吉スポーツセンター 7名 実技講習 

8 H30.11.04 ㈰ スタッツ講習会 おおきにアリーナ舞洲 2名 
FIBA Stats 

新基準 伝達講習 

9 H30.11.24 ㈯ スタッツ講習会 おおきにアリーナ舞洲 4名 
FIBA Stats 

新基準 伝達講習 

10 
H30.12.01 ㈯ 

･02 ㈰ 
天皇杯・皇后杯 おおきにアリーナ舞洲 13名 

TO・スタッツ 

実技講習 

 

７． TO派遣 実施報告 

B. LEAGUE  大阪エヴェッサ ホームゲーム（30試合）へ 延べ 210名を派遣 

W リーグ  大阪府開催の 7試合へ 延べ 36名を派遣 

天皇杯・皇后杯 Final Round へ 3名（板垣・野﨑・瓢）を派遣 

U-18  ウィンターカップへ 1名（板垣）を派遣 

社会人連盟  高松宮記念杯 地域リーグチャンピオンシップへ 1名（板垣）を派遣 

3×3連盟  OBA 3×3 Leagueへ 延べ 12名を派遣 

   3×3 JAPAN TOUR へ 延べ 8名を派遣 

   KANSAI CLASSIC 2018 へ 7名を派遣 

   U-18 日本選手権 大阪府予選へ 2名を派遣 
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＜広報＞ 

１．ホームページ関連 

 各大会情報や各講習会の情報を随時掲載した。 

 各連盟・委員会の広報担当者に向けてリニューアル後のホームページ投稿の説明会を開催。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 4 -



２．SNS関連 

 昨年度に引き続き Facebook・Twitterの運用を行い、情報発信を行った。Osaka Nation Project（ON Pro.） では、日々

の活動を SNS で発信し、多くの方に拡散していただき、積極的にアピールすることができた。今後も SNS の用途にあ

わせて、情報を発信していく。 

 

 

 

※ Twitter投稿（右はツイートアナリティクス） 
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＜技術統括＞ 

 
技術統括グループでは、「育成」「強化」「普及」という３つの目的に沿って、事業を継続的・発展的に推し進めること

ができた。 

「育成」：選手育成事業においては平成 27 年度より取り組んできた U-12 から U-15 の一貫指導事業である OBTA

（Osaka Basketball Training Academy）は DC（Development Center）事業である「大阪府育成センター」に名称を変え

４年目を終えた。特に U-13は 5地区に分かれての練習会と中央の練習会を実施し、広く育成の場を設けることがで

きた。今後は、U-12 カテゴリー練習会の実現と U-14 の複数地区実施により DC 事業体制の構築が求められる。指

導者養成事業においては JBA 公認コーチ養成講習会カリキュラムのより一層の充実を図り、JBA 公認Ｄ級コーチ

103 名、Ｅ-1 級コーチ 167 名を養成した。また、スペシャルクリニックを 6 回開催し指導者の研鑽となる事業を行うこ

とができた。 

「強化」：第 73 回国民体育大会では 4 種別中成年女子を除いた 3 種が本国体に出場し、少年女子が第 3 位という

成果を上げた。第 74 回大会より少年種別が U-16 に変更されるので新たな体制づくりが必要とされる。また、第 48

回全国中学校バスケットボール大会において女子の高石市立取石中学校が準優勝、平成 30年度全国高等学校総

合体育大会バスケットボール競技大会において女子の大阪桐蔭高校が第 3位、第 71回全国高等学校バスケットボ

ール選手権大会において女子の大阪薫英女学院が準優勝と輝かしい結果を残した。 

「普及」：U-12、U-15 の種別で参加できるドリームカップ、50 歳以上のシニア大会などあらゆる年代を対象とした各

種大会を通じて普及に努めた。 

 

１．国体事業 

今年度は、少年女子、少年男子、成年男子が本国体に出場し、少年女子が第 3 位という結果を残した。女子に

おいては少年女子に多くの国体選手が大阪市の助成を受けた「トップアスリート育成事業」に参加し強化につな

げることができた。 

2019年度から各種別選手の年齢構成が変わることを受け、選手の育成をはじめ、選手選考・スタッフ構成など、

強化に向けた課題となっている。 

(1)各種別選考会 

・成年男子 6月 大阪電気通信大学高等学校  ・成年女子 6月 大阪人間科学大学 

・少年男子 4月 大阪電気通信大学高等学校  ・少年女子 4月 桜宮高校、7月 大阪桐蔭 

 

(2)第 73回国民体育大会   コーチングスタッフ  

種 別 監  督 コーチ 総括コーチ トレーナー 

少年男子 
森本  正 

（阪南大学高校） 

暮部 隼人 

（大阪高校） 

西岡 良浩 

(信太高校) 
寺田 直樹 

（寺田スポーツ鍼灸院） 

少年女子 
安藤 香織 

（大阪薫英女学院高校） 

桝谷 紀子 

(花園高校) 

中村 祥子 

（大体大浪商高校） 
藤下 裕高 

（藤下スポーツ鍼灸院） 

成年男子 
宮武 謙次 

（ダスキン） 

浅村 典正 

（履正社医療スポーツ） 

唐原  太 

（電通大高校） 
新原 利彦 

（はれやか鍼灸接骨院） 

成年女子 
稲本 聡子 

(大阪人間科学大学) 

玉井 里英 

（大阪産業大学） 

山崎 真弓 

（茨木西高校） 
吉村 直心 

（有限会社メディフィット） 

 

 

２．指導者養成委員会  

（1）平成 30年度 JBA公認 D 級コーチ養成講習会の開催 

第 1期 平成 30年 5月 12日～平成 31年 2月 2日  63名受講（63名合格） 

第 2期  平成 30年 11月 10日～平成 30年 2月 2日 40名受講（40名合格） 

（2）平成 30年度 JBA公認 E-1級コーチ養成講習会の開催 

第 1期 平成 30年 6月 30日（土）、7月 1日（日） 45名受講（45名合格） 

第 2期  平成 30年 8月 11日（土）、12日（日）   62名受講（62名合格） 

第 3期 平成 30年 10月 7日（日）、8日（月祝）  60名受講（60名合格） 
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（3）スペシャルクリニックの開催  

第 1回 平成 30年 4月 8日（日）   講師：黒岡和哲、茅野修司、村田尚美   会場：大阪商業大学 

第 2回 平成 30年 5月 20日（日）  講師：梅田智之   会場：豊中市立豊台小学校 

第 3回 平成 30年 7月 16日（月祝） 講師：北村仁、鈴田常祐  会場：大阪府立柴島高等学校 

第 4回 平成 30年 12月 8日（土）  講師：山岡秀雄    会場：大阪府立布施工科高等学校 

第 5回 平成 30年 12月 16日（日） 講師：波多野貴史  会場：大阪府立茨木西高等学校 

第 6回 平成 31年 3月 2日（土）   講師：福田佑樹    会場：大阪府立山田高等学校 

 

 

３．普及委員会  

(1)シニア大 会 開 催 平成 30年 10月 13日（土）  会場：豊中市立庄内体育館 

(2)ドリームカップ開 催 平成 30年 10月 27日（土）、28日（日）  会場： 東和薬品 RACTAB ドーム 

 

 

４．強化委員会 

日本スポーツマスターズ 2018札幌大会への選手派遣 

平成 30年 9月 14日（金）～18日（火） → 北海道胆振東部地震により中止 

 

 

５．ユース育成委員会 

(1)大阪府育成センター講習会 

＜DC U-15 講習会＞ 

実施日：平成 30年 10月 29日（月）～12月 3日（月） 

阪南大学高等学校、大阪薫英女学院高等学校、大阪府立花園高等学校 

＜DC U-13 講習会＞  

実施日：平成 30年 10月 9日（火）～平成 31年 3月 9 日（土） 

東、西、南、北、大阪市 5地区講習会及び中央講習会 

 

 

６．中学部事業関係  

(1)大阪ジュニアオールスター大会 

  男子・女子 平成 30年 11月 17日（土）、18日（日） 会場：茨城市立南市民体育館 

  ●チームスタッフ 

豊能地区   男子：青木・杉本・湯井          女子：山本・西田・上村・志賀 

三島地区   男子：盛園・板野・飯沼・松下      女子：福森・市川・片淵・井口 

北河内地区  男子：大沼・山元・池嶋・井本・中村  女子：山口・京塚・眞田・亀村 

中河内地区  男子：原辺・岩木・大岩・新納・吉田・小林・髙田    女子：郷司・池嶋・平林・塩川・鈴木 

南河内地区  男子：金田・松林・峰・井出       女子：上谷・塩見・宮西・渥美 

泉北地区   男子：福渡・岩橋・橋本・村田・市川  女子：國下・杉山・植田・力石 

泉南地区   男子：濱口・藤原・中尾・戸村・濱地・和田・中山・南  女子：印南・秋山・牧・麓・矢倉・金山 

大阪市    男子：花田・岸田・田中・山本       女子：小野・浅井・杠・南原 

(2)大阪バスケットボールカーニバル  

     ＜ジュニアオールスターチームスタッフ＞ 

男子：浅井・森本・武田・有本 

女子：伊東・秋山・糸賀・郷司 

※男女共に第 32回都道府県対抗ジュニアバスケットボール大会（3月東京ほか）に出場 

(3)大阪ジュニアバスケットボール交流大会  

平成 31年 1月 5日（金）・7日（日） 会場：千島体育館 

(4)大阪招待ジュニアバスケットボール大会  

   平成 30年 3月 31日（土）・4月 1日（日） 会場：富田林市民総合体育館、門真市立総合体育館 

                                  吹田市立北千里体育館、池田市立五月山体育館 

(5)優秀選手選考 
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７．高校部事業関係  

(1)大阪バスケットボールカーニバル（４地区対抗試合）  

＜高体連チームスタッフ＞ 

      東地区 男子：北川・大森・森本・濱岡     南地区 男子：西岡・栗山・薮内・河合 

女子：松元・芦田                   女子：小山・田中 

西地区 男子：山内・太田・矢野・青木     北地区 男子：加藤・富田谷・暮部・高橋 

女子：佐藤・北村                   女子：岡田・安藤 

(2)大阪招待高校バスケットボール大会 

     平成 30年 4月 3日（火）・4日（水） 

会場：おおきにアリーナ舞洲、丸善インテックアリーナ大阪 

(3)優秀選手選考  

 
  

８．その他 

・技術統括グループ・医科学委員会会議の開催(１回／２ケ月)  

・各委員会の開催 
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＜大阪市競技力向上補助事業（助成金対象事業）＞ 

トップアスリート育成事業 

 

2018-19全体テーマ： 「さらにオープン！」 

「ON Pro.2018-19 SUMMER」  

8月 12日（日） 

会場：大阪商業大学研修室および体育館 

１．指導者講習会 

午前＜シンポジウム＞ 

・講義 1 日本が世界と戦えるために必要なことは？現場の立場から 

尺野 将太氏 （元女子日本代表 アナリスト・現 B リーグ 広島ドラゴンフライズ HC） 

・講義 2 NCAA D1チームのリクルート、日本と海外の選手の違いなど 

森田 麻文氏（NCAA D1 ロバートモリス大学 AC・関西大学出身） 

・パネルディスカッション 

コーディネーター 樋口 泰氏（大阪商業大学バスケットボール部監督） 

登壇者：尺野 将太氏、森田 麻文氏（NCAA D1ロバートモリス大学） 

髙原春季選手（アイシン・エィ・ダブリュ ウイングス所属 U19日本代表）ほか 

 

 

 

 

 

 

                              

午後＜クリニックおよび模擬トライアウト＞ 

講師：ジェイソン・バスケット氏（米シアトル エメラルドシティ・バスケットボール・アカデミー代表） 

協力：大阪商業大学高等学校女子バスケットボール部 

内容：ジェイソンコーチが考える選手に必要な条件 

     モデル選手を使っての模擬トライアウト 
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8月 13日（月） 

会場：東和薬品 RACTAB ドーム 

２．大阪市中学生クリニックおよび強化対象選手トレーニング 

 ＜午前＞ 

大阪市 U14選抜選手男女 60名 

＜午後＞ 

強化対象選手トレーニング、ピックアップゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

8月 14日（火） 

会場：大東市立市民体育館 

強化対象選手トレーニング、ピックアップゲーム 

 

 

 

 

 

 

◆参加コーチ・選手◆ 

コーチ 

安藤 香織 大阪薫英女学院高等学校 

桝谷 紀子 府立花園高等学校 

中村 祥子 大阪体育大学浪商高等学校 

選手 

WJBL 

髙原 春季 アイシン・エィ・ダブリュ ウイングス 

U18強化対象選手 

大阪薫英女学院高等学校  大阪桐蔭高等学校 

北川 聖             田中 穂乃香 

福島 梓             金城 麻樹 

清水 咲来           祢宜 菜々葉 

福田 希望           エドポロ アニイタ 

森岡 奈菜未 

藤井 七帆 

塩谷 心海 

木下 風奏 

- 10 -



「ON Pro.2018-19 WINTER-SPRING」  

３．オープントライアウトおよび海外遠征 

期日：2019年 3月 7日（木）～3月 14日（木）6泊 8日 

遠征地：アメリカ合衆国 シアトル・ポートランド 

対 象：U18選手 10名、コーチ・スタッフ 2名 

 

① オープントライアウト 

2019年 1月 13日（日）・14日（月・祝） 

会場：大阪薫英女学院高等学校体育館 

目的：海外遠征派遣選手の選考 

募集方法：公募による（HP・SNS・登録チームへのメールなど） 

対象：U18（高校 1年生から 3年生） 

選考員：夏の模擬トライアウト（講習会）受講者より今回のトライアウト選考員を希望したコーチ 6名 

参加選手：当協会登録選手（高校生）25名 

選考方法：基本技術から 5対 5（ゲーム）の各項目でそれぞれ加点し、合計得点にてランキング 

        強化対象選手（プロテクト選手）5名以外に上位者より 5名を選出した 

 

 

 

 

 

                                                

                              

 

 

 

 

 

 

                                                   

 

② 海外遠征 

＜派遣選手＞ 10名 

大阪薫英女学院高等学校     明浄学院高等学校 

北 川  聖  ３年          森口朱音  ２年 

清 水 咲 来  ３年          西原 楓  ２年 

森岡奈菜未  ２年          斎藤波奈  ２年 

福 田 希 望  ２年  

塩 谷 心 海  ２年  

木 下 風 奏  １年  

中 村 真 湖  １年  
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＜派遣コーチ・スタッフ＞ 

安藤 香織（大阪薫英女学院高等学校） 

中西 智哉（当協会医科学委員 公認アスレティックトレーナー） 

 

＜日程＞ 

7日 

シアトル着 ポートランド移動 

NBA観戦 

8日 

シアトルへ移動 

ジェイソンコーチトレーニング 

９日 

ジェイソンコーチトレーニング 

トレイルラントレーニング 

10日 

ティムコーチトレーニング 

ジェイソンコーチトレーニング 

11日 

ティムトレーナートレーニング 

シアトル領事館訪問 

Kitsapチームとの親睦ゲーム 

12日 

総合練習 
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＜医科学＞ 

１．トレーナー、ドクター派遣事業 

以下の大会にトレーナー、ドクターの派遣を行った。 

  日  付 大 会 名 場  所 
来所

人数 
ドクター 

医科学 

スタッフ 
サポートスタッフ 

学  

生 

1  H30.6.4(月) 西日本学生 

バスケットボール 

選手権大会 

エディオン 

アリーナ大阪 

2 ― 有本     1名 

2 H30.6.5(火) 8 ― 有本     2名 

3 H30.6.6(水) 6 ― 沼澤 髙見花織   3名 

4 H30.6.9(土) 社会人連盟 

地区大会 

おおきに 

アリーナ舞洲 

22 ― (有本) 須田翔平   3名 

5 H30.6.10(日) 32 ― (有本) 須田翔平   1名 

6 H30.8.6(月) 中学生 

近畿大会 2018 

丸善インテック 

アリーナ大阪 

4 ― 有本     2名 

7 H30.8.7(火) 5 ― 有本     1名 

8 H30.10.13(土) 大阪シニア大会 庄内体育館 36 ― 有本 須田翔平   0名 

9 H30.10.27(土) 
ドリームカップ 

RACTAB 

ドーム 

19 
AM池田

PM米田 
沼澤 尾上(技師)   1名 

10 H30.10.28(日) 22 中村 沼澤 山口(技師) 須田翔平 1名 

11 H30.12.15(土) 
大阪ミニ連盟         

バスケット 

中央大会 

天王寺 SC 6 ― ― 須田翔平   1名 

浪速 SC 4 ― 有本     0名 

12 H30.12.16(日) 
天王寺 SC 12 ― 中西     1名 

浪速 SC 8 ― 有本     0名 

13 H30.12.22(土) 豊中体育館 3 ― 有本     1名 

14 H31.3.9(土) 大阪カーニバル おおきにアリーナ舞洲 2 ― 有本/池田     0名 

  191 3 15 8 18 

・W リーグ、天皇杯 2次トーナメントへのドクターの帯同として、以下のゲームにドクターの派遣帯同を行った。 

11月 11日（日）W リーグ 中村 

12月 1日（土）、2日（日）天皇杯 2次トーナメント 池田、中村 

12月 15日（土）、16日（日）W リーグ 池田、中村 

2019年 1月 26日（土）W リーグ 岡崎 

 

２．スタッフ勉強会の実施 

医科学サポートスタッフ勉強会、講習会の実施 

 日 程 会 場 テ ー マ 担 当 時 間 人数 

1 H30.4.14(土) 
 

大阪府 

バスケット 

ボール協会 

事務局 

 

 

外傷、障害対応 池田 樹広 19時～20時半 6 

2 H30.5.26(土) メディカルチェック事前講習会Ⅰ 沼澤 俊 18時～20時半 16 

3 H30.6.10(土) スポーツ医学Ⅰ 中村 信之 18時～20時半 8 

4 
H30.6.30(土) 

スポーツ医学Ⅱ 中村 信之 15時～16時半 12 

5 メディカルチェック事前講習会Ⅱ 沼澤 俊 17時～18時半 39 

6 H30.7.21(土) スポーツ医学Ⅲ 中村 信之 15時～16時半 9 

7 H30.9.15(土) 現場における「３H」の対応 中西 智也 19時～20時半 4 
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8 H30.11.10(土) 大阪府 

バスケット 

ボール協会 

事務局 

外傷、出血の対応 中西 智哉 19時～20時半 6 

9 H30.12.8(土) 日本赤十字社 BLS講習会 菅原 福子 15時半～20時 13 

10 H31.2.8（金） スポーツ歯科 月村 直樹 19時～20時半 8 

11 H31.2.16（土） 足関節のテーピング 中西 智也 19時～20時半 7 

 

３．メンタルトレーニング講習会の実施 

平成 30年 9月 22日（土）13：00～20：00に臨海スポーツセンターにて、北口良平氏によるメンタルトレーニング講習会 

を実施した。 

前半に座学を行い、後半で実技を交えて講習を行った。参加人数は、12名。中には静岡県から参加する方もいた。 

令和元年度は、時間や内容の見直しをして実施予定。 

 

４．メディカルチェック 

 高体連の協力により男女トップクラスの５チームにおいて、昨年度に引き続きメディカルチェックを行った。 

いずれも測定後のフォローアップを実施した。 

日

付 
日付 

曜

日 
場所 対象 実施人数 

スタッフ 

参加人数 

学生 

参加人数 

1 6月 17日 日 春木中学校 DCU14選手（男女） 15 12 7 

2 6月 24日 日 大阪大学 
同校選手（女） 16 

17 9 
DCU14選手（男女） 24 

3 7月 15日 日 武庫川女子大学 同校選手（女） 35 21 13 

4 7月 15日 日 茨木西高校 同校選手（男女） 28 20 7 

5 7月 22日 日 ｻﾝﾄﾘｰ箕面ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 箕面第３中、第５中、止々呂美中 61 15 5 

6 10月 6日 土 薫英高校 同校選手（女） 36 21 4 

7 10月 20日 土 箕面自由高校 同校選手（男） 31 13 6 

8 10月 27日 土 泉北高校 同校選手（男） 33     

9 11月 25日 日 阪南大学高校 同校選手（男） 35 27 10 

10 11月 25日 日 大体大浪商高校 同校選手（女） 18 23 12 

11 12月 16日 日 大阪学院高校 同校選手（男） 25     

12 3月 17日 日 箕面第六中学校 箕面第１、第６ 30 11 3 

          387 180 76 

 

５．ウインターカップへの医科学委員の派遣 

平成 30 年 12 月 23 日（日）～12 月 29 日（土）開催のウインターカップにて、足関節を中心とした検診スタッフとして日

本協会スポーツ医科学委員会からスタッフ派遣依頼があり、選手と観戦客のメディカルチェックとして医師（池田）、ア

スレティックトレーナー（沼澤、中西）ら計 3名が参加した。 

 

６．学会発表 

【医科学委員会スタッフによる演題は以下のとおり】 

平成 30年 12月 第 5回日本バケットボール学会 

佐々木浩之 「中学生バスケットボール選手におけるジャンプパフォーマンスと下肢の身体機能特性との関連性 

 ― 大阪府バスケットボール協会医科学委員会スポーツ傷害予防事業 ―」 

沼澤 俊「座長（一般口述発表）」 
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平成 30年 12月 第 5回日本スポーツ理学療法学会学術大会 

沼澤 俊「高校生バケットボール選手における足関節内反捻挫の発症予測モデル 

― メディカルチェックを用いた既往歴別の検証 ―」  

平成 30年 9月 第 73回日本体力医学会大会 

沼澤 俊「高校バスケットボール選手における足関節内反捻挫再発に関する既往歴と自覚的不安定性の影響 

― OBA医科学委員会スポーツ傷害予防事業 ―」 

原田 遼 「中学バスケットボール選手における競技レベル別の身体的特徴の性差 

― OBA医科学委員会スポーツ傷害予防事業 ―」 

平成 30年 5月 第 1回足の構造と機能研究会学術集会 

沼澤 俊「高校生バスケットボール選手における足関節捻挫の危険因子について 

― メディカルチェックを用いた前向き調査 ―」 

【共同発表による演題】 

平成 30年 9月 第 73回日本体力医学会大会 

⑴「ジュニア層の足関節内反捻挫好発バスケットボール選手における身体動作特性 

： OBA医科学委員会スポーツ傷害予防事業」      立命館大学 スポーツ健康科学部 寺田 昌史  

⑵「ジュニアバスケットボール選手における静的バランス能力に与える因子の検討 

： OBA医科学委員会スポーツ傷害予防事業」        立命館大学  栗原 俊之  

⑶「高校バスケットボール選手の足関節捻挫既往歴と股関節外転筋力 

： OBA医科学委員会スポーツ傷害予防事業」      立命館大学 スポーツ健康科学部 岡松 秀房  

 

７．DC事業への医科学スタッフの参加 

DC事業の練習会にて、医科学スタッフが参加した。 

５月～７月 DC（OBTA）３期生の練習会各回に参加 

１０月～１２月（前期）、翌１月～３月（後期）DC４期生の選考会、中央練習会各回に参加 

 

８．都道府県対抗ジュニアオールスター大会 2019（男子チーム）帯同派遣 

練習会、遠征、近畿大会等（全 15日程）と共に東京で開催された全国大会に帯同。 

 

９．On.Pro事業への協力 

平成 31年 3月 7日から 14日にかけてシアトル遠征に医科学委員のアスレチックトレーナー中西智也が帯同した。 

 

１０．医科学会議の開催 

スタッフミーティングも含め計６回の会議を開催した。 
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＜審 判＞ 

 
１．2018年度 大阪府所属審判員 

S級  6名：飯尾 勝紀（高）、黒岡 和哲（社）、高野 晃平（社）、村田 尚美（社）、北沢 岳夫（社）、 

北沢 あや子（社） 

A級 10名：浅野 祐樹（中）、石川 淳也（中）、大倉 哲也（高）、茅野 修司（社）、北村 仁（高）、 

堂國 和昭（ミ）、開 康寿（中）、細見 竜太（社）、宮城 由紀（社）、田中 真規（社）※活動休止中 

B級 197名 

C級 122名 

D 級 126名 

E級 2195名   合計 2655名（男性 2042名、女性 613名） 2019.2.17時点 

 

２．重点目標 

・『公平性・一貫性のある判定力』を持つ審判員の育成。 

・プレイヤー、ベンチ、観客から信頼を得る審判員の育成。 

・３ＰＯ担当審判員の育成。 

・次世代を担う審判員の育成。 

 

３．方針 

①バスケットボール技術向上の為に正しいルールの適応と実践。 

  実技及び座学講習会を実施すると共に映像を使用しての分解講義の実施。 

②大きな枠組み以外に細分化した講習会の継続実施。 

３ＰＯ：２ＰＯ：指名強化：女性：ＢＣＤ級：Ｕ３０：ＹＯＣ（ヤングオフィシャル）を対象とした講習会 

の実施。 

③カテゴリー、連盟を超えた各種大会への審判交流の実施を行い、各連盟で行う講習会へも積極的に参

加する。 

④他府県及び他ブロックへの審判派遣。 

大阪府以外への審判員派遣を行い、普段と違う環境での活動を行う。 

⑤審判員として常に向上心を持ち、研鑽する努力を積極的に行う。 

⑥審判委員会 HPの活用。各種大会及び結果、報告書を掲載し情報の共有と提供を行う。 

 

４．2019年度 ライセンス昇格者 

新 S級：浅野祐樹（中）・茅野修司（社） 

 

新 A級：清瀬美喜（社） 

 

新 B級：川口智、神波健治、國守幹彦、小林宏実、清水さやか、杉谷雄大、田所未果、 

寺澤常憲、冨本尚史、野崎雅俊、牧野景介、山口賢、山本昌平、湯浅佳奈、 

梁浩子                                       計１５名 

 

新 C級：東大介、池田祐貴、稲山虎祥、入江拓郎、大橋健太郎、奥辻成世、後藤翔、 

近藤和暉、島崎英次、玉村秀人、辻良平、辻川雅嘉、西寺孝仁、浜中義隆、 

樋口健太、藤井謙次、前神悠哉、森尾豊                 計１８名 

 

新 D 級：青山正道、朝久日向、石川翔太、今井剛、今田美那、植田瑛一、内田裕一、 

邑智康興、大西温、大庭歩、奥村和気、尾関芳堂、木谷光一、慶本将貴、 

後藤彰久、堺聖里菜、迫川なつみ、竹口及人、東條佳史、中野紘志、西森大輔、 

蜷川健太、長谷川滉、平井博章、平田健太、藤岡晃好、牧美由紀、松浦雅人、 

松下哲也、水阪彰、宮崎裕司、宮西明宏、村上裕哉、柳原庸平、山口雅也、 

山下龍司、山中直哉、吉田任賢、渡辺周平                計３９名 
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５．活動報告 

①大阪協会開催講習会 

 講習会名 開催日 参加者・対象者 

指名強化 

指導 

B級連盟推薦審判員２PO講習会 5/12、5/13  

近畿ブロック A級昇格審査会（１次） 9/22  

B級昇格審査会 12/16、23  

U32YOC 1/4、1/5  

３PO 

研修会 
上級・指名 B級審判員３PO講習会 6/2、6/3 24名 

BCD 

級指導 

第 1回 BCD 級審判講習会 6/17 社会人・ミニ連 10名 

第 2回 BCD 級審判講習会 11/3 全連盟  15名 

第 3回 BCD 級審判講習会 11/25 中体連  15名 

女性指導 
第 1回女性審判講習会 5/20 11名 

近畿女性審判講習会  2名 

U30指導 
若手審判勉強会 5/30 2名 

若手審判勉強会 7/7 4名 

 

②各連盟開催講習会 

 CD 級昇級講習会 
B級更新講習会 

講義・実技 ルールテスト フィットネス 

大阪協会 ― 4/7 ― 4/7、10/9 

ミニ連盟  10/13、10/14、2/10  

中体連     

高体連  12/7   

社会人連盟 1/12、1/14 12/2、12/8、1/12、1/14  

 

③D-Fund審判派遣 

➢ 全国高等学校バスケットボール競技会（インターハイ）： 

日程：   開催県：   派遣者：1名 

 

➢ 全国高等学校バスケットボール選手権大会（ウィンターカップ） 

日程：   開催県：   派遣者：3名 

 

➢ 全国中学校バスケットボール大会（全中） 

日程：   開催県：   派遣者：1名 

 

➢ プレ U15 バスケットボール選手権大会（プレ 15） 

日程：   開催県：   派遣者：1名 

 

➢ 全国ミニバスケットボール大会（全国ミニ） 

日程：   開催県：   派遣者：２名 

 

➢ 全日本大学バスケットボール選手権大会（インカレ） 

日程：   開催県：   派遣者：3名 

 

 

➢ 全日本社会人バスケットボール選手権大会 

日程：   開催県：   派遣者：5名 

 

➢ 全日本社会人バスケットボール地域リーグチャンピオンシップ 

日程：   開催県：   派遣者：5名 
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